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１．はじめに
　全国各地におけるやや長周期地震動の揺れ易さ評価は，岡田・鏡味（1978），Mamula et al. (1984)，座間（2000）等

による先駆的研究があるが，評価地点は気象庁官署（気象台・測候所）に限られており，地域的により詳細な評価と地
質構成との関係を明らかにする仕組みが必要である。最近，片岡・他（2006）は平均的スペクトルの予測式を作成して，
全国の揺れ易さ指標を求め，これまでの情報を大きく改善した。ただし，平均値は観測点に依存しており，かならずし
も地質構造とは結びつかず，各種地震学的情報との対応が難しい。そこで，本研究では，周期 1秒～15秒の周期帯を重
視し，全国の揺れ易さを新たに評価した。
２．基準式の作成とデータセット
　基準地震動は地震基盤で設定されるのが望ましいが，データセットの関係から，S波速度が 2.0 km/s以上の地点の

データを用いることとし，減衰定数 5％の加速度応答スペクトルによる経験式（距離減衰式）を基準式（評価周期を 1秒
～15秒の区間）とした。防災科学技術研究所の KiK-net約 670地点のうち，地中測点における S波速度が 2.0 km/s以上，
かつ，地中測点に対する地表測点のフーリエスペクトル比（増幅倍率）が周期 1秒以上で 2以下となっている地点とし
た。つまり，表層の影響が少ない硬質岩盤の地表地震動と近似できる地点の記録のみを使用こととした。このように選定
した硬質岩盤測点は 161点で全体の 24 %に相当する。KiK-netにおいて記録が得られている 1996年 6月～2008年 7月
の約 12年間における観測地震の中から，モーメントマグニチュードが 5.7以上，震源深さが 60 km以浅の 15地震を対象
とした。地域的偏りを避けるため，M は大きくても余震などは対象から除外した。なお，モーメントマグニチュード及
び震源深さは F-netによる。前述した 15地震のうち KiK-netにおける硬質岩盤 161地点で記録が得られている 1,540記
録（水平動 2成分の合計）を用い，経験式の係数 a(t)，b(t)及び c(t)を回帰計算した。ここで，経験式の幾何減衰は，一
般的に表面波として用いられる 0.5とし，回帰計算は層別因子を用いた二段階回帰とした。
３．全国の揺れ易さ
　揺れ易さ係数は，KiK-netの硬質岩盤記録より求められた基準式から周期ごとに計算される値と，ある観測点におけ

る観測記録の残差を地震数分により平均したものとした。ここで，対象とする観測点は K-NET及び KiK-netの地表観測
点とし，計算に用いる地震は，観測データの信頼性などを考慮し，モーメントマグニチュードが 5.7以上，震央距離が
500 km以内の地震とした。求められた結果と岡田・鏡味（1978），Mamula et al. (1984)の結果を比較したところ，揺れ
易さが大きい場所として帯広，酒田，新潟，東京・横浜，大阪，大分，鹿児島など，小さい地域として三陸沿岸，伊豆半
島，紀伊半島，中国地方が共通しており対応が良い。また，その他の地域でも，堆積層の厚い地域では揺れ易さが大き
くなっている。
　基準式及び揺れ易さ係数を用いて 2003年十勝沖地震の再現を試みたところ，基準式及び揺れ易さ係数ともに平均値

の場合には観測値に比べ過小評価となるが，標準偏差を考慮した場合には対応が良いことが分かった。
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